議会改革特別委員会委員  各位
行政視察報告書作成にあたり、調査内容・感想等を記入願います。なお、恐縮ですが
１０月２５日（水）正午までに、事務局（米倉）へデータで提出してください。
議会改革特別委員会行政視察報告書（10月19日）　 氏　名　（　石井通春　）
	視   察   先
	栃木県宇都宮市

	研修テーマ（調査項目）
	・議会改革への取組みについて

	1 宇都宮市議会の研修内容に関する評価
・平成19年の選挙後から「議会制度検討会議」を設置して、改選毎に協議を重ねてくる。
・政務調査費、報酬、定数、特別委員会の設置についてなどが協議内容

・各会派から検討項目が検討会議に提出される。会議は毎月開催が原則
・必要に応じて、広報広聴委員会、議会ICT推進プロジェクトチームに検討を依頼し、フィードバックをしてもらうこと。

・検討会議は各会派から11名で構成し、議長に答申する。議長は、会派大経者会議(9名)に協議を依頼し、運用を広報広聴、ICT、検討会議に投げる。検討会議案は、代表者会議でほぼ了承される。（事前に会派で打ち合わせが実施されており、会派代表者会議が上部組織的な形になっていない）

・近年になって、フェイスブックやオンライン会議の開催などが検討事項となってきている。

・議会基本条例の改正を検討事項として平成24年に加えた。全会一致、実現性のある条例を確認して、平成25年9月議会で可決

・目玉は、各常任委員会に置ける政策討論の実施

委員会で討論テーマを決定（複数化）→決定したテーマについて、各委員が情報収集を行い、委員会の自由討議を行う。必要に応じて現地調査や執行部や有識者からの意見徴収を行う→議員の一般質問の活用、執行部への情報提供など。提言など、具体的成果を求めるものではない。常任委員の任期は1年。

・最近の主なテーマ、総務（自治体DX）、子ども文教（子育て支援）、建設（宇都宮駅周辺のあるべき姿について）等

・市議会広報番組の作成、地元出身有名女優を起用しての広報番組の作成。年4回の放映。
2 市の議会改革に反映したい内容と具体例など
・議会改革を一つの特別委員会だけにとどまらず、多くの議員が参画できる取組が本市には必要ではないか。
・基本条例の改定作業は、本市も本委員会を軸として俎上に挙げ、進めるべき。

・併せて、各常任委員会の調査権も、これまでの視察ありきではなく、予め調査項目を定めて、必要に応じて視察に行くかどうかの決定過程を踏むべき。
3 その他（感想など）



